道徳学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成20年12月5日（金）2校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄市立　北美小学校　5年1組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 男子16名　女子13名　計29名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 授業者　　島　袋　　孝　治
１　主題名「かけがえのない命」内容項目３－(２)〈生命尊重〉
２　資料名「りかに命をわけてください」（道徳副読本―かがやけみらい―（学校図書））
３　主題設定の理由
(１) 価値について

小学校学習指導要領(平成20年3月文部科学省)において，高学年の指導内容３－(２)「生命尊重」は，「生命はかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重する」ことを目標としている。

しかし，現代社会においては，青少年の犯罪の多発や自他の生命も粗末にする行為が後を絶たない。
生命が大切であるという認識は，頭では理解しているものの，それを実感としてとらえる機会が少なくなる等，子どもを取り巻く環境も大きく変わってきた。

生命はかけがえのないものであって，決して軽々しく扱われてはならないことを感じ，自分はどうあるべきかをも考えさせることは重要である。そこで，自他の生命の尊さに気づき，命ある限り懸命に生きる自己の生き方について考えさせる。
(２) 児童観
本学級の子どもたちに，実態調査を行ったところ，「命はとても大切にしなければならない」という質問に対し，「とてもそう思う」が全体の82％，「そう思う」が18％であった。その理由として，「命は一つしかない。」「命がないと生きられない。」「家族が悲しむ。」等が理由としてあげられ，命は大切なものであると考えている。 しかし，子ども達の会話の中で，自他の生命や存在を軽んじるような言動も多く互いに注意しあうことなく会話が成り立っているのも事実である。「あなたの言葉で，友達を傷つけていることがあるか。」という質問に対し，「とてもある」が21％，「時々ある」が46％。また「友達の言葉で，あなたは傷ついたことがあるか」の質問でも，「とてもある」が14％，「時々ある」が39％となっており互いに傷つけあっていることが分かる。とくに気がかりな言葉が「死ね，ころす，きもい，うざい，きえろ」等であり，安易にそれらの言葉を使っている状況がみられると言える。「命は大切だ。」と分かっていても，実際に自他の生命を尊重する態度が身についていなかったり，生きることの価値については考えたことがない状況であると言える。
そのような実態をふまえ，生きる喜びや死の重さを知り，自他の生命を大切にしようとする心情を育て，自己の生き方について考えようとする児童を育てたい。
(３) 資料観
資料「りかに命をわけてください」は，実話をもとに読み物資料として作られたものである。ごく普通の中学三年生の女の子が，白血病という病魔に侵されていくが，最後まで生きる希望を捨てずに精一杯生きようとする主人公の様子や日記，そして，生きたいという願いが書き綴られているりか自身の書いた詩「命」で構成されている。実話を活用することは，子どもにとって真実味があり，りかの置かれている状況や思いについて深く考えていくと思われる。
実話資料の持つ迫力と，場面ごとに主人公の気持ちを考えさせることにより，資料の世界に浸り，「生命の大切さ」＝「自分の日々の生き方を考える」につながると考える。
（資料分析）
場　面　　　　　　　　　　　　登場人物の心の動き　　　　　　　　　児童の意識









(４) 指導観
まず，事前にとったアンケートをもとに，この学級では，心無い言動で互いに傷ついている人がいることを知らせる。また，将来の夢や現在頑張っていることを想起させることにより，リレーや水泳で活躍しているりかを，身近に感じさせるようにする。頑張っていることの有無にかかわらず，どの考えも共感的に受け止めるようにし，展開へとつなげていく。
次に，より効果的に主人公に共感させていくため，資料中の日記は活用せず，読み物資料を３つの場面に分け提示する。提示は以下の通りである。

場面①「りかは中学3年生。スポーツ好きで，バレー部のキャプテンとして活躍」

場面②「白血病で入院。病状は悪化するが，最後まで生きる希望を捨てないりかの様子」

場面③「生きたいという思いで，りかが書いた詩「命」」

　　　資料の読み取りに終始せず，理解を助けるために，資料は教師が範読し，資料の世界に浸らせる。
児童の多様な発言を引き出すために，終始，共感的理解でとらえる。「家に帰りたい」と泣き叫ぶりかの気持ちに対しては，りかがあきらめようとする悲観的な考えと，逆に精一杯前向きに生きたいと願う考えの両方の意見が出ることが予想され，それぞれ両方の考えを聞き，共感したり，切り返しの発問を行い，考えを深めながら「りかは生きたい、生きたかった」という気持ちを感じ取らせたい。
そして終末には，資料③の詩を拡大掲示資料として提示し，詩「命」に込められた，りかの思いを，じっくり考えさせることで，いのちの尊さや大切さについて改めて感じ取らせたい。　　

さらに，りかの母親と同じ立場にいる母親をゲストティーチャーとして招いて，自分の子を失った悲しさや生命に対するメッセージ等を語ってもらうことで，親の子どもへの愛情の深さや，命の大切さについて改めて感じさせたい。

最後に，導入で提示したアンケートを振り返り，自らの友達に対する言動や将来の夢や今，頑張っていること，そして，命に対する思いをふり返させる。その思いを「書く活動」を通して，自己を見つめさせたいと考える。
４　本時指導の位置づけ



５．本時の展開

　　(1) 主題名「かけがえのない命」内容項目３－(2)<生命尊重>

　 （2）資料名「りかに命をわけてください」(道徳副読本―かがやけみらい―(学校図書))

　　(3) 本時のねらい

生きていることのすばらしさを知り，生命の尊さに改めて気づき，生命を大切にしようとする心情を高める。

　　(4) 授業仮説

実話であるりかの生き方を資料として取り上げ，３回に分けて資料を提示し，発問や導入・展開後段を工夫することで，病気と懸命にたたかい生きようとしたことや，やりたいことを持ち命ある限りやり通そうとしたりかに共感させ，りかへの思いや自分の今こうして生きることについて思いを書かせることで，生命の尊さについて考えることができるであろう。

（5）準備物

掲示資料(場面)　　児童用読み物資料　　児童用ワークシート　
(6) 本時の授業

	過程
	学習活動と発問
	予想される発言
	教師の働きかけ

	導入

展

開

前

段

展
開
後
段

終

末
	１．事前アンケートの結果を知る。

・互いに傷つけあう言葉

・今　頑張っていること

２．場面１について考える。


３．場面２について考える。




４．場面３について考える。


５．ゲストティーチャーの話を聞いて考える。

６．自分自身をふり返って，生命の尊さについて考え，ワークシートへ書く。
	・死ね　ころす　きもい

・将来の夢はデザイナー

・野球部で練習を頑張ってい

　る

・明るい性格　しっかり者

・健康

・皆に信頼されている

・かぜ　癌　骨折

・こわい　いやだ

・死にたくない

・治ると信じてる

・病気を認めたくない

・心配かけたくない

・もっとつらくなる

・生きたい，死にたくない

・くやしい　悲しい

・もうだめかもしれない

・生きたかった

・簡単に命を捨てないで　　

・生きた証を残そう

・りかの分まで生きたい

・命を大切にしなければならない

・命があるからいろんなことができる
	○事前アンケート結果をもとに，どれだけひどい言葉を使っているのか意識させる。

○頑張っていることを引き出すことで，りかに対する共感を高める。
○資料の前半部分を拡大掲示資料として用いて視覚的にわかりやすく説明する
○資料を配布。ここで初めて題名を見せ範読し実話資料だという事を知らせる
○白血病について簡単に説明することで理解を助ける。

○自分も不安な状況でありながら，周囲の人と明るく接しているりかの心情について深く考えさせる。

○あきらめ等の悲観的な考えと，決して希望を捨てようとしない考えの両方の捉え方を引き出し，話し合わせることで考えを深めさせる。

○りかやゲストティーチャーの話から生きていることの有難さや前向きに生きることについて再認識させる。

○りかやゲストティーチャーについて思ったことや，今までの自分をふり返って命の尊さやどのように生きるのかを考え，書かせるようにする。 


(7) 評価

・りかの気持ちに共感でき，今までの自分と重ね合わせながら，生きていることの有難さや生命の大切さ，すばらしさを実感することができたか。
(8) 板書計画





道徳『かけがえのない命』

　　　資料「りかに命をわけてください」
· 今日の授業で、「いのち」についてあなたが考え
たことを書いて下さい。
















５年１組。Ｎｏ　　．名前　　　　　　　　　　　　　　　

自己評価
	
	◎とてもそう思う・○そう思う・△そう思わない
	◎○△

	１
	今日の授業は、あなたにとって考えさせられるものだった。
	

	２
	自分の考えを伝えることができた。
	

	３
	話す相手を見て、ちゃんと話を聞くことができた。
	


道徳学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年12月12日（金）2校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　沖縄市立北美小学校　5年1組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　男子16名　女子13名　計29名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　島　袋　　孝　治
　 主題名　「せいいっぱい生きる」内容項目1－(２)<理想・努力>

　 資料名　「最高で金メダル，最低でも金メダル」(道徳副読本―新しい道徳―(光文書院))

　 本時のねらい
一生懸命生きようとする登場人物の生き方を通して，生きていることの喜びと人は周りの支えがあってこそ生きていけることを感じ取り，目標に向って精一杯努力しようとする心情を育てる。

　 授業仮説

女性柔道家・谷亮子選手の夢実現に向けた資料を取り上げ，資料の分割提示や発問，導入・展開後段を工夫することによって，谷選手の生きる姿に共感させる。また，よりよく生きていくために，目標をもって努力することと他者とかかわりを通して互いに支え合うことの大切さについて気づかせることで，精一杯生きることについて考えることができるであろう。
　 本時の授業
	過程
	学習活動と発問
	予想される発言
	教師の働きかけ

	導入
展
開
前
段
展

開

後

段
終

末
	1． 目標に向って取り組む自分について考える。
· 
2． 柔道家・谷亮子選手の業績を見て人物像について考える。

３．資料「最高で金メダル，最低でも金メダル」を読んで話し合う。

４．目標に向かって取り組む亮子の姿を考えていく。


５．念願の金メダル獲得した様子をビデオで視聴する。
６．これからの自分の生活について考える。


７．考えたことを発表し合う。
	・プロ野球選手になるため，野球の練習を頑張っている。

・漫画家になりたいから，絵を描く練習をしている。

・谷選手って知ってるよ。

・オリンピックに出ていたよ。

・なによりもうれしい。
・いつも頑張ったからできた。
・早くオリンピックに出たい。
・練習を一生けん命がんばった。
・練習時間をふやした。

・つらい。　　くるしい

・自信がなくなった。
・もう柔道をやめよう。
・何も考えたくない。
・子どもの頃からの夢だから。
・一生けん命練習してきたから。
・柔道が好きだから。
・夢だったから。
・柔道が好きだから。
・みんなの支えがあったから。

	・夢や目標に向って，実現するためにどんなふうに頑張っているのか発表し合う。
・谷選手の幼少期からこれまでの業績を分かりやすく年表で紹介し，人物への関心を高める。
・小学２年生から夢をもち続けることができた理由を，資料の内容にそって考えさせる
・人並み以上の練習スケジュールや柔道以外のこともこつこつと頑張っていたことを知らせる。
・夢実現は安易にできるものではないことと，目標をもち努力することは大切であることをおさえる。
・幼い頃から，夢に向って人一倍努力してきたことをおさえる。

・小学生の時から，自分の夢に向かって努力してきたことと，周りの人の協力があってこそ夢につながったことをおさえる。
・よりよく生きることと夢をもつことの大切さ，その実現のためには，どんな当たり前の事にも一生懸命取り組むことの重要性に気づかせる。



道徳『せいいっぱい生きる』
資料「最高で金，最低でも金」
○自分の夢や目標をかなえるために，これから

どんなことをしていきたいですか？


５年１組。Ｎｏ　　．名前　　　　　　　　　　　　　　　

自己評価
	
	◎とてもそう思う・○そう思う・△そう思わない
	◎○△

	１
	今日の授業は、あなたにとって考えさせられるものだった。
	

	２
	自分の考えを伝えることができた。
	

	３
	話す相手を見て、ちゃんと話を聞くことができた。
	


第１回　検証授業（本時）





第２回　検証授業





主題名　「かけがえのない命」


価　値　　生命尊重３―(２)


資料名　「りかに命をわけてください」


ねらい……生きていることのすばらしさを知り，自らの生命の尊さに改めて気づき，生命を大切にしようとする心情を高める。





主題名　「せいいっぱい生きる」


価　値　　理想・努力１―(２)


資料名「最高で金メダル，最低でも金メダル」


ねらい……一生懸命生きようとする登場人物の生き方を通して，生きることの喜びと人は支えがあってこそ生きていけることを感じとり，目標に向かって精一杯努力しようとする心情を高める。











中学3年生のりか。スポーツが大好きでリレーや水泳でも活躍。





つらい治療にも耐え，副作用によって髪の毛が抜けても周りに明るく接していた。








「家に帰りたい」と泣き叫ぶ。








　　　詩「命」





・健康　　・毎日が楽しい


・もっといろんなことやってみたい








・こわくてたまらない


・もっと生きたい


・命を簡単に捨てないで


・生きた証を残そう





・家に帰れると信じていたのに　


・くやしい　・悲しい


・どうしても生きたい


・家に帰りたい





・皆に心配かけたくない


・少しの希望を信じている


・きらめていない


・楽しく過ごしたい











資料場面①





・すごくしっかり者


・スポーツ万能


・あこがれの存在





・生きたい(前向きな考え)


・助からない(悲観的な考え)








・がんばっている


・自分にはできない


・治ると信じたい





・命は一つしかない


・生きたくても生きることができない人がいる


・りかさんの分まで生きる





「りかに命をわけてください」





りかの


イラスト





つらい治療に耐えたのは，なぜ？





「家に帰りたい」と泣き叫んだ！


どんな気持ち？





資料場面③


詩「命」





自分をふり返り，「生きている」


ことについて，どう考えるか





○詩「命」には，りかのどんな思いが込められていると思いますか？














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・


・・





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・





　　　　　　　　














○自分の夢を実現させるために，あなたは，これからどんなことをしていきたいですか。








○「帰りたい」と泣き叫んだりかは，どんな気持ちでしょうか。











○りかが明るく振る舞っていたのは，どんな気持ちからでしょうか。














○弱音をはかず，つらい治療に耐えたのは，なぜでしょうか。














○あなたが白血病と言われたらどう思いますか？











○実は入院しました。なぜだと思いますか？











○健康でスポーツでも活躍のりかさん。どんな子だと思いますか。








◎オリンピックで亮子が金メダルをとれたのは，なぜでしょうか。





○なぜ、ここまで頑張ることができたのでしょうか。








○決勝で敗れ，2ヶ月間柔道着を着なかった。その時，どんな気持ちだったのでしょうか








○もっと強くなるために，谷選手はどんなことをがんばったでしょうか。








○初めての大会でメダルをもらった時の谷選手は，どんな気持ちだったでしょうか








○目標を実現するために，何をどんなふうにがんばっていますか。
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